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◎開議の宣告 

○議長（白岩征治君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

○議長（白岩征治君） ここで、議会事務局長より発言の申し出がありましたので、ここ

で発言を許します。議会事務局長。 

○議会事務局長兼監査委員主任書記（藤田哲夫君） 皆さん、おはようございます。 

   貴重な時間をいただきまして、ありがとうございます。本日配付いたしております

一般質問通告表の中に一部プリントミスがございましたので、訂正とおわびを申し上

げます。 

   本日の通告第１、８番金田裕二議員の質問中、質問事項の１に、赤面山総合開発株

式会社の現況と林野庁借地の現状復帰（回復）対策についてとありますが、この「現

状」は「原状」と正しく記載するべきでした。おわびいたします。どうぞよろしくお

願いいたします。申しわけありませんでした。 

○議長（白岩征治君） それでは、本日の日程に入ります。 

◎一般質問 

○議長（白岩征治君） 本日の日程は一般質問であります。 

   質問は、通告順に行います。質問は、会議規則第６３条の準用規定により一問一答

方式で行います。また、質問時間は、答弁も含め１人につき９０分以内を原則といた

します。 

   なお、質問及び答弁は、西郷村議会運営確認事項にのっとり簡潔明瞭に努めるよう、

よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

   それでは、通告第１、８番金田裕二君の一般質問を許します。８番金田裕二君。 

◇８番 金田裕二君 

          １．赤面山総合開発株式会社の現況と林野庁借地の原状復帰（回復） 

            対策について 

          ２．台上地区に建設予定のメガメーラーについて 

          ３．追原集落裏山の広大な村有地利活用について 

○８番（金田裕二君） ８番金田裕二です。通告順に従い、一般質問をさせていただきま

す。 

   最初に、まず、おはようございます。令和元年最初の議会となりました。今までに

何度か質問させていただきました３点について、再度お伺いいたします。 

   １つ目は、赤面山総合開発株式会社の現況と林野庁借地の原状復帰対策についてで

あります。 

   私は、スキーを始めてちょうど５０年になります。覚えたのは、長野県の菅平高原

スキー場でありましたが、ホームゲレンデはもちろん、昭和４６年にオープンした国

設赤面山スキー場であります。平成７年に白河高原スキー場と名称は変わりましたが、

当時はスキー板を車の屋根に積んで走るのが格好いい時代でありました。西郷スキー
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クラブも、会員が１５０名を超えて、大人気でした。村民スキー大会や各学校や村の

スキー教室も、大勢の参加者でにぎわっておりました。羽鳥湖スキー場が昭和５８年

にオープンすると、羽太地区では年間３０万人を超すスキー客により、渋滞や家から

出れないという事態が発生するなど、スキーブームがピークを迎えました。 

   しかし、平成６年に那須町にマウントジーンズスキー場がオープン、しかも、その

後、那須甲子有料道路を通らなくても入れるようになると、赤面山は閑散となり、閉

鎖間際に最新の４人乗りクワッドリフトを数億円投資して建設したが、一、二年で経

営悪化により、平成１２年に営業停止、現在に至っております。当時の片野社長の経

営手腕には期待していたが、破綻時には１３億円超の負債があったとも聞いておりま

す。 

   さて、本題、最初に、赤面山総合開発株式会社の経緯と現況についてお伺いいたし

ます。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） ８番金田裕二議員の一般質問にお答えいたします。 

   質問の第１、赤面山総合開発株式会社の現況と林野庁借地の原状復帰（回復）対策

についての１点目、赤面山総合開発株式会社の経緯と現況についての質問にお答えし

ます。 

   赤面山総合開発株式会社は、白河甲子高原赤面山開発事業に関することや索道事業

に関すること、宿泊並びに休憩施設、経営に関することなどを目的に、西郷村が

１８０万円、白河市が１２０万円、那須町が６０万円、その他民間企業等が

３,１０３万７,０００円を出資し、資本金３,４６３万７,０００円で昭和４５年

１２月２８日に設立されております。 

   先ほど議員からお話がありましたように、昭和４６年１１月に国設赤面山スキー場

の営業を開始いたしました。平成７年には、スキー場の名称を白河高原スキー場に変

更しております。この平成７年には約９万７,０００人あった入り込み客も、近隣の

スキー場の新設や雪不足等の影響などもありまして、平成１１年には約２万

７,０００人まで落ち込むなどしたため、営業不振により経営難に陥っております。

これらのことから、平成１２年、１３年のシーズンは休業をいたしております。 

   先ほど議員のほうからありましたように負債総額が約１３億円となりまして、また、

当該国有林の使用料の滞納があったため、平成１４年７月には林野庁から国有林の使

用許可取り消し処分を受けております。その後は、当時の社長等の死去などもござい

まして、営業再開とは至らず、現在に至っているところでございます。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君の再質問を許します。 

○８番（金田裕二君） ただいま、詳細にわたって伺いました。 

   当時の資本金が、各行政体で西郷村が１８０万円、行政体等の白河と那須のを合わ

せて、その半分は西郷村で出資したという形になっているわけですね。そのほかに、

民間がかなりの額を占めているようにお伺いしております。総額だと大変な金額、

３,４６３万円ということになると思います。残念ながら、現況はそのような形態と
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いうふうに伺っていますが、ただいまの中にも出てまいりました林野庁に対しての借

地料の未払いがかなり残っているというふうな話がありました。 

   ２番目に出しておきました林野庁との借地契約内容、それから借地料の支払い状況、

それから林野庁での見解とかも含めて、お話しいただきたいと思います。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） お答えをいたします。 

   質問の２点目、林野庁との借地契約内容と借地料の扱い等についてについてお答え

をいたします。 

   詳細につきましては把握をいたしておりませんが、当時の新聞報道等によりますと、

スキー場用地の赤面山国有林使用料を平成１０年度から１２年度まで、延滞料と合わ

せて約２,０００万円を滞納していたと。その納付を、平成１４年６月３０日までに

行わなかったため、林野庁がその年平成１４年７月１日に使用取り消しを決定し、福

島森林管理署白河支署が許可取り消しと法的手続の文書を送付したということで把握

をしているところでございます。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ただいまの説明ですと、２,０００万円超滞納があって、林野庁

では平成１４年ですか、許可を停止したというふうなことですね。 

   現在は、赤面山総合開発株式会社は登記上はまだ生きている計算になっていますよ

ね。最近の法人番号もちゃんと付与されておりますし、そうしますと、３番目の質問

に入っています法人の解散とか負債の清算等についてどのような形になっているか、

お伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の３点目、法人の解散、清算についてにつきまし

てお答えをいたします。 

   この赤面山総合開発株式会社のような法人のように、事業を休止している株式会社

は全国に多数存在しております。この会社等を休眠会社、休眠一般法人と呼びますが、

全国の法務局ではこの事業を休止している会社等を整理するため、平成２６年度以降、

毎年、休眠会社、休眠一般法人の整理作業を行っているところでございます。これは、

会社法第４７２条により、最後の登記をしてから１２年を経過している株式会社等は、

事業を廃止していないときはまだ事業を廃止していない旨の届け出を管轄登記所にす

る必要があり、その旨の届け出等をしない場合は解散したとみなされ、職権で解散の

登記をされるというものでございます。 

   赤面山総合開発株式会社におきましても、平成３０年１０月１１日に法務大臣の公

告がなされた時点で１２年が経過していたため休眠会社扱いとなりまして、２か月後

の平成３０年１２月１１日までに登記の申請または、まだ事業を廃止していない旨の

届け出がなかったために、平成３０年１２月１２日、会社法第４７２条第１項の規定

によりまして職権で解散の登記がされております。 

   ただし、これはあくまでも解散とみなされただけでありまして、会社自体は消滅は
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いたしておりません。また、解散の登記をした後、１０年を経過すると職権により会

社の登記記録を閉鎖できますが、会社の法人格が消滅するものでもございません。み

なし解散をされていても、清算人の選任をいたしまして清算事務を終了し、清算結了

しなければ会社は消滅するということにはなりませんので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ただいまの説明によると、法人は平成３０年１２月１２日に職権

によりみなし解散状態となっておると。ということは、現在、会社の社長が誰とか、

役員が誰やっているというのも全然ないという形になるわけですね、現在は。それで

は、わかりました。 

   先月の５月２６日の日曜日は、第２６回の赤面山開きが、最高の天気の中、開催さ

れて、５００名以上の登山客が１,７０１メートルの頂上を目指して登られた。私も、

今年も参加させていただきました。その際に、毎回、廃墟となったスキーハウス、そ

れから放置されたリフトだの、そういうのを、スキーハウスの目の前で山開きの安全

祈願祭が行われる。全国あちこちから山の好きな方が集まられて、これは何だっぺな

と、毎回毎回質問を受けるわけでございます。決して、いいイメージではありません。 

   そこで、スキーハウスやリフト、索道等の解体、撤去等についてお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の４点目のスキーハウス、リフト等の解体撤去に

ついてお答えをいたします。 

   リフト等を含めた建物につきましても、赤面山総合開発株式会社の法人格が残って

おりまして、村が独自に撤去することは難しく、また、建物等には根抵当権が設定さ

れており、この抹消登記等の事務も必要となってまいります。先ほど議員、赤面山開

きに参加いただきまして、ありがとうございました。私も赤面山の山開きのほう、参

加いたしましたけれども、平成１２年にその営業を停止してから約２０年間放置され

ております施設は、ガラスが割れ、雨水にさらされ、廃墟と呼べる状態になっており

ます。今回の赤面山山開きでも、おいでになった観光客の方からも何とかならないか

という御意見も頂戴しているところでございます。 

   先ほどもお話ししましたように、消滅していない会社の建物を村単独で撤去するこ

とは事実上不可能でありますので、今後も林野庁、法務省との協議を行うとともに、

出資地方公共団体でございます白河市、那須町と話し合う機会を設けていきたいと、

このように考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ４番目の件については了解いたしました。 

   次、５番目に、旧ゲレンデ跡の荒廃と植栽について伺います。 

   第１、第２ゲレンデは、カラマツ等が自然に生えて、２０年の間にかなり森林化し

てきました。しかし、第３、第４ゲレンデは、急斜面なところは土砂が流されて、河

原のようながれ場になっております。近くの鶴生集落の金澤さんたちがボランティア
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で数年前から植栽に取り組んでおりますが、追いつかないような状況です。 

   こういった荒廃の復旧、植栽等について、対策をお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の５点目の旧ゲレンデ跡の荒廃と植栽についてお

答えをいたします。 

   ゲレンデ跡地につきましては、今ほど議員のほうからもございましたように、平成

２６年１月に関係団体１２団体により赤面山を緑にする会が設立されまして、現在、

植樹活動を実施しているところでございます。この団体につきましては、森林管理署

白河支署や環境省関東地方環境事務所、那須自然保護官事務所等も協力して実施をし

ているところでございますので、村としましても継続してこのような植林に努めてま

いりたいと、そのように考えておりますので、ご理解をお願いいたしたいと思います。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 赤面山を緑にする会、いい団体であります。そういった経費等に

ついて、次に書いておきました森林環境税とかの活用はできないものか、お伺いいた

します。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の６点目の森林環境税の活用についてお答えをい

たします。 

   森林環境税につきましては、県が平成１８年度から森林環境税を行っておりますが、

国のほうで今年度から森林環境譲与税という部分で譲与するということになっており

まして、今議会の補正として３７０万円を上程をいたしているところでございますが、

国のほうの森林環境譲与税につきましては民有林を対象としておりまして、観光等に

活用できるかできないかにつきましては明確ではございませんが、現在のところは観

光に活用できるものではないと聞いておりますので、林野庁の土地である今回の土地

につきましては活用できないと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） そうですね、林野庁の国有林ですんで、なかなかそういったとこ

ろに国・県の税をつぎ込むのは無理なのかなというふうに思っています。 

   次に、第３セクター自治体の件についてであります。第三セクターは、先ほど申し

上げたとおり西郷村、白河市、那須町の３市町村が一緒になって始めた事業でありま

して、その営業停止後、どのような協議が今までにされてきたのか。先ほど、スキー

ハウス解体云々の中で、今後協議してまいりたいという話はありましたが、今までに

約２０年経過しておりますが、その間にどのような協議がされてきたのかをまず伺い

ます。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の７点目の当時の第３セクター自治体の協議内容

と方針についてについてお答えをいたします。 

   関係自治体との協議につきましては、大変申しわけございませんが、今まではなか
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ったというふうに聞いております。先ほど申し上げましたとおり、今後は話し合う機

会を早目に設けまして、解決策につきましてどのような意見等があるか、話し合う機

会を設けて、その中で話し合っていきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） つくるときには、多分慎重な審議で第三セクターの関係自治体が、

これはいい事業だということで乗ったんでしょうが、いざ営業停止、閉鎖というふう

な形になると、誰も見て見ぬふりして、ぶん投げっ放し、口を出すと解体経費を出さ

なきゃならないかなと言われそうで、黙っていたのが現実なのかなというふうに思っ

ています。残念であります。 

   今ほど申されたように、当然あのままではダメージが、悪いイメージがつきまとっ

ております。西郷村何やっているんだろうというふうにもなります。いち早く、まず

はスキーハウスを解体できればと思っておりますが、いろいろ先ほど話があったよう

に根抵当権がついているとか、いろいろなかなか難しい点もあるかもしれません。で

も、このまま２０年も放置ということは、もしかしたら最後、産業遺構、そういう遺

産ということで世界遺産にでも指定してもらえるんだったら別ですよ。そういったこ

とはまずあり得ないと思っております。 

   最後に、そういった観光推進の弊害とか苦情対策、危険性もかなりありますので、

そういったものを含めて、今何をすべきか、再度お伺いいたします。その点について

は、村長にもその後お伺いします。 

○議長（白岩征治君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（長谷川洋之君） 質問の８点目の観光推進の弊害と苦情対策、危険性に

ついてお答えをいたします。 

   先ほど議員からもございましたように、毎年、旧白河高原スキー場レストハウス前

をスタート、ゴールとして赤面山山開きを実施しておるところでございまして、今年

は天候もよくて昨年以上の方々に参加していただいております。このように観光推進、

特に景観資源としては、荒廃した建物があるのはマイナスイメージだということは十

分承知しているところでございます。また、犯罪の温床になったり建物の倒壊、それ

から火災など、危険な目に遭う可能性もございます。 

   先ほどから申し上げましたとおり、林野庁、法務省、それから弁護士等、相談をし

てきたところですが、継続した話し合いがなされていないため前進できていないのが

実情でございます。今後は、村としてどのような方策があるのか、先ほど申し上げま

したとおり関係団体と連携をとり、最終的には自然豊かな赤面山に戻るよう努力して

いかなければならないと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 私のほうからお答えいたします。 

   現状と今後の対応ということで先ほどから課長が説明したとおりでありまして、私

も昨年、山開きに参加しまして現状を把握しております。また、私もスキーをやった
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経験があるもんですから、今の現状、悲しい思いであります。 

   まずは、２０年何もしていなかった、協議していなかったということでありますの

で、まず、関係市町村と相談しながら、村単独でこれはできるもんではないし、やっ

たとしても数千万円、数億円かかる問題でもあるし、抵当権の問題もあるし、かなり

ハードルは高いかと思うんですけれども、やはり豊かな自然、大自然に一日も早く戻

していきたいということを胸に秘めて、努力してまいりたいと思っております。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ２０年塩漬けされた遺構を、いち早く撤去して、緑豊かな本来の

西郷村の観光資源となるように期待しております。 

   また、赤面山とは関連ございませんが、そういった廃墟に近いものが、西郷村の甲

子温泉の中にも営業を停止してもう十数年になるホテル等がそのまま放置されている

のも現況があります。そういったものも含めて、悪いイメージにならないように対策

をお願いして、赤面山の件については終了いたします。 

   次に、質問の２番目、台上地区に建設予定のメガソーラーについて、以前にもお伺

いいたしましたが、再度お伺いいたします。 

   まず、質問書に書いておきました１番目、建設計画の事業概況と進捗状況について、

まずお伺いしておきます。 

○議長（白岩征治君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（木村三義君） ８番金田裕二議員の一般質問にお答えいたします。 

   質問の第２の１点目、台上地区の建設予定のメガソーラーの建設計画の事業概況と

進捗状況についてのご質問にお答えいたします。 

   まず、事業の名称につきましては、（仮称）西郷村台上地区太陽光発電事業でござ

います。事業者につきましては、株式会社そら’ｐとＮＯＢＳＰ合同会社でございま

して、上海電力日本株式会社が出資している特定目的会社でございます。 

   事業の概要といたしましては、発電容量が約１６１メガワット、事業実施区域面積

は約６１９ヘクタールでございますが、そのうちの改変区域は２４２.１ヘクタール

となっております。 

   進捗状況につきましてでございますが、こちらは環境関係でございます。まず、事

業者から、対象事業となる環境影響評価の項目及び調査の手法を記載した環境影響評

価方法書という方法書が作成されまして福島県知事に送付されます。福島県知事は、

これを受けて、平成３０年３月１３日付で西郷村へ、環境保全の見地からこの方法書

に対する意見照会を求めてきました。これに対しまして、村は平成３０年４月１３日

付で、この方法書に対する関係各課の意見を取りまとめまして、意見、要望を県知事

に提出しております。 

   現在は、この方法書に基づきまして環境影響評価準備書が作成され、事業者から県

知事、県知事から村へという方法書と同様の手続の流れで、令和元年５月２１日に福

島県知事より環境保全に対する意見照会がありました。これに対しましては、村とい

たしまして、来る６月２１日に西郷村環境審議会を開催し、審議会としての意見、各
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担当課所等の意見を集約し、県知事宛てに回答する予定でございますので、ご理解の

ほどをよろしくお願いいたします。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） せんだっての環境評価準備書の内容について、審議会で検討した

上に県のほうに出すというふうなことです。 

   前に農民研修センターで説明会がありまして、議員の方も何人かお伺いしたんです

が、そこで私もいろいろお話を聞きました。今回の発電容量は、大体五、六万世帯分

の電力に相当するというふうな説明がありました。６００町歩以上の大規模な、国内

でも有数の規模になるのかなと思っております。それは全て敷地範囲の面積ですんで、

実際にパネルが張りめぐらされるのは、２４２町歩ぐらいの面積がパネルが実際載っ

かる面積というふうにも伺っています。 

   会社がそら’ｐという会社、いろいろ見たら、そら’何とか、そら’何とかという、

やはり上海電力の子会社の会社が幾つもあるようですね。こちらに建つのはそら’ｐ

ですね。何かアルファベットが羅列された会社、ＮＯＢＳＰといったのかな、何かＮ

ＯＢＳＰ、事業主体の会社、ちょっと内容をよく把握しない会社でございますけれど

も。そういった大規模な開発に対して、いろいろと不安もあります。 

   以前にも質問させていただいたのは、私は農民研修センターで村民宛てに説明会を

やったものに、今まで３回実施しているんですね、多分。３回とも出席しました。聞

いている方は十数人と少ないんですけれども、まず最初のときのイメージがうんと悪

かったですね。大体、いろんな会社の方が、土地の地上げ担当する会社とか、その上

海電力の会社とか、いろんな会社が来ていたんですが、自己紹介もしないで、いいか

げんな答弁をばたばた言っておりましたんで、これは大丈夫かなという不信感に当時

陥ったのが事実でございます。 

   その後の説明会であっても、環境アセスメントの手法とか、そういったものに対し

てかなりずさんな報告がありまして、今回のについても、そういった点が若干見受け

られると思っております。 

   村としては、審議会での答弁を村の意見というふうな形にとるのかどうかと思って

おりますが、村独自でこの評価準備書に対して意見というのは独自には出さないんで

しょうか、お伺いします。 

○議長（白岩征治君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（木村三義君） お答えいたします。 

   質問第２の２点目、建設予定事業者による環境影響評価準備書に対する村の意見と

対策についてのご質問にお答えいたします。 

   環境影響評価準備書につきましては、事業者による現地調査、調査結果に伴う専門

家の意見、環境影響の予測を行っておりまして、村といたしましても村の環境審議会

の意見を求めて、また関係各課との意見を取りまとめまして、県のほうに回答いたし

たいと考えております。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 
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○８番（金田裕二君） こういった環境影響評価準備書に記載してある文言を私もずっと

見ましたところ、いろいろと大丈夫かなという点が幾つかあったんで、その３番目に

書いておきました。 

   降雨条件が１８.５ミリ、時間当たりという、１時間雨量が１８ミリとか、よく集

中豪雨、ゲリラ豪雨なんていうともう１００ミリ近く１時間に降る場合があります。

これは何か那須町での今までのデータをもとに１８.５ミリという数字を出している

というふうに記載してありました。こんな数字で、平成１０年の８.２７水害、４日

間で累計でありますけれども西郷村では１,３００ミリを超える雨量が観測され、多

くの犠牲者が出、そして天皇皇后両陛下までお見舞いに来ていただいたという、西郷

村の歴史上のかつてない水害があったわけです。 

   当時は、台上地区も幹線道路を横断してドードーと水が流れたのがビデオ撮影もさ

れております。今回は、あの山を全てではないでしょうが、かなり伐採する。当然、

調整池はつくるにしても、大丈夫なのかな、そういった水害が発生して下流域に大被

害を及ぼすことがあったら大変だなというふうに思っております。 

   しかしながら、こういった環境アセスメントの準備書をつくっている会社が、日本

気象協会という会社なんですね。何かＮＨＫの天気予報に出てくるような会社が作成

しているとは思えない内容だというふうに私は思っております。そういったことで、

村としてはこういった準備書に記載された雨量とかというのをどのように思われてい

るか、お伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（木村三義君） 質問第２の３点目、降雨条件が１８.５ミリ・毎時間と

低い設定であり、８.２７水害に対応できないと思われるが伺うというご質問にお答

えいたします。 

   環境影響評価準備書に記載のある降雨条件１８.５ミリ・毎時間につきましては、

水害を想定するための数値、調整池の容量計算に使用される数値ではございませんで、

排水中の浮遊物質量予測を行うために算出した数値であると確認しております。 

   なお、金田議員がおただしの水害につきましては、適切な対策を講じる必要がござ

いますので、事業者に対して適切な指導を県に要望してまいりたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 未曽有の豪雨というのは、今後温暖化とともにもう当たり前のよ

うに発生しております。毎年、全国各地で大被害、大災害が起こっているのも事実で

ございますので、そういう地形の改変に伴う被害というのを未然に防ぐためにも十分

に検討していただきたいと思います。 

   次の４番目に、区域内に生息する貴重な動植物の対応についてということで質問さ

せていただきます。 

   報告書によると、結構植物についても珍しい希少価値のある植物もありますが、動

植物の中でも猛禽類、オオタカという大きな、トンビよりでかいオオタカというのが
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生息が確認されております。それで、その区域内にオオタカが生息している、それに

対してどうするのかというふうなことが記載されてありまして、代替巣をつくる、か

わりの巣を別な区域外のところにつくって、オオタカさんにはそこへ引っ越してもら

うと書いてあったんです。いやいや、おもしろい、漫画みたいなことが書いてあるん

です。鳥、引っ越してください、こっちに巣をつくりましたからそっちへ行ってくだ

さいと、そんなことが。そしたら、それは国とか県の学識者というか何か相談してそ

のように書いてあった。びっくりしましたけれども、木が伐採され、ほとんどネズミ

も何も餌となるものがいなくなった状態で、そこにすら私は生息しなくなるのかなと

いうふうに思っております。そういう貴重な保護すべき動物たちがいなくなるような

ものに対して、その調査結果が、対応策がずさんとしか言いようないんですが、そう

いったものに対してどう思われますか、お伺いします。 

○議長（白岩征治君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（木村三義君） 質問第２の４点目、区域内に生息する貴重な動植物等の

対応についてのご質問にお答えいたします。 

   全般的なことにはなりますけれども、事業者が現地調査による動植物の把握を行い、

その中で事業の実施により貴重な動植物に環境影響に与える要因を抽出し、種ごとに

分布、生態学的特徴や確認状況及び確認環境などを踏まえまして、事業の実施により

どのような影響を受ける可能性があるのか、また、影響を低減することができるのか

といった影響予測を行っているとのことです。 

   さらに、調査等に対しまして専門家等からの助言を踏まえ、貴重な動植物の生息す

る箇所については離隔距離をとるようなパネルの配置計画も行っていると聞いており

ます。しかしながら、オオタカ等の貴重な動植物のほうに関しましては、最大限の要

望をしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ただいまのような貴重なオオタカ等については、以前、福島県の

会津地方で、たしかあれは博士山のところの林道工事か何かで、生息地があると、巣

があると。そこを道路工事も中断して、そして道路建設も迂回をした影響のないよう

な設計に変更したという経緯もあります。一番いいのは、そういったところは除外し

ていただくのが最善なのかなというふうにも思っております。これから注視していき

たいなというふうにも思っております。 

   次に、５番目の産業廃棄物等の不法投棄等の監視体制についてお伺いいたします。 

   以前、不法投棄にかかわる、ソーラーパネルの件ですね、同僚秋山議員が以前に質

問しました。夜中にダンプが来て、どどどっといけたんじゃないかということで、議

会でも問題化した経緯があります。東邦ラスさんのすぐ入り口のところだったかと思

っております。あのときの面積はほんの猫の額のような場所でございましたが、今回

は６００町歩以上の広大な面積です。そして、４号線から幹線道路がばっと出ており

まして、入ってきて、フェンスを回したところにぱっともぐられたら、どこに何をし

ているのかさっぱり追跡もできない、監視もできない状態になるのかなというふうに
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予測されます。事業主体が何かあやふやなわからない会社もありますので、その辺、

監視体制についてどんなふうな村としては意見があるのか、お答えいただきます。 

○議長（白岩征治君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（木村三義君） 質問第２の５点目、産業廃棄物等の不法投棄等の監視体

制についてのご質問にお答えいたします。 

   こちらにつきましては、事業者に対し法令遵守と工事施工業者への十分な管理、監

視体制を強く求めるとともに、村といたしましては不法投棄監視員等によりますパト

ロールにも力を入れていきたいと考えておりますので、ご理解のほど、よろしくお願

いいたします。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） なかなか２４時間監視するということは、人間では難しいのかな

というふうに思っております。最近は優秀な機器類が出回っておりますので、せめて

台上の道路を通過する車は全て監視カメラに押さえ、しかも、夜間にそういった廃棄

物を積んでいるような、搭載したような車が通過した場合には監視カメラから即、警

察に通報が行くようなシステムを構築して、そのようなことは二度とないように、や

はりそのくらいは、そんな金がかかるもんじゃないと思いますんで、やるべきだとい

うふうに思っております。 

   最後の６番目の売電事業終了後のパネル等の撤去工事等の費用担保に関する村との

契約について、お伺いいたします。 

   やはり、万が一放置されて、西郷村が後始末、解体をせざるを得ないような状況に

陥らないためにも、事前にそういった担保性のある契約を結ぶべきかなというふうに

も思っております。 

   国では現在、そういった不安を解消するためにも、売電額の５％を積み立て、しか

も、それを常に公表しなさいというふうに今つくっている最中とお伺いしております。

その法案がはっきりできるまで放置するわけにはいきませんので、事前に５％相当額

を例えば村の会計室に積み立てさせると、そのくらいの担保力を持ってすれば安全で

安心なのかなというふうに思っておりますので、そういった具体的な契約をしなけれ

ばならないと思っておりますが、その点についてお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（福田 修君） ８番金田議員の一般質問にお答えいたします。 

   売電事業終了後のパネル等の撤去工事等の費用担保に関する村との契約についての

ご質問でございますが、やはりおただしのとおり、村といたしましても太陽光パネル

には有害物質である鉛、セレンなどが含まれていることもありまして、大量に設置さ

れた太陽光発電がそのまま放置されるのではないか、あるいは不法に廃棄されるので

はないかといった懸念はございます。そういった懸念を払拭するためにも、解体、撤

去、それに伴い発生しました廃棄物の処理に係る費用を確保しておくことは非常に有

効な手段であると考えております。 

   この費用負担の確保につきましては、現在、先ほど議員さんからもお話がありまし
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たとおり、経済産業省におきまして、事業用太陽光発電設備１０キロワット以上の廃

棄物については、昨年の４月からその積み立ての費用を努力義務から義務化とされて

おります。また、昨年７月からは、定期報告において積み立て計画と進捗状況の報告

を義務化しております。しかしながら、今の制度上、積み立ての水準や時期は事業者

の判断に委ねられておりまして、適切なタイミングで必要な資金確保ができないので

はないかという指摘もされております。 

   現在は、１０キロワット未満の低圧の小規模事業者を中心に積み立ての実施率が低

いこともありまして、太陽光発電設備の廃棄等の費用の確実な積み立てを担保する制

度の検討が始まっております。この制度におきましては、資金確保という制度の目的

に照らして、原則として外部積み立てを求め、発電事業者から積立金を差し引くこと

によりまして、費用負担調整期間が源泉徴収的に積み立てを行うことが基本とされて

おります。また、一方では、長期安定発電の責任能力を担うことが可能と認められる

事業者につきましては、内部積み立てを認めることも検討されております。さらには、

積立金の金額水準、回数、時期、また発電事業者が倒産した場合などの対応も今、活

発に議論されております。 

   おただしの費用担保に関する村との契約につきましては、これら制度等を重複いた

しまして、積立金が二重に積み立てられることにもつながるということもありますの

で、いましばらく村で検討したいと考えておりますが、国の制度の設計を注視しなが

ら、今後検討してまいりたいと思っております。 

   また、村といたしましても、事業者への廃棄等の処理費の確認、積み立てがされて

いるか等の確認は行ってまいりたいと思っておりますので、ご理解のほど、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 担保するには大変なことだと思っております。国のただいまの計

画値は積み立てをしなさいと、５％で、それちゃんと積んでおきましたよ、積んであ

りますよ、はい、貯金通帳もごらんください、このとおりありますよといいながらも、

あと１か月で２０年という完了間際に計画倒産されて、その積んでおった金もみんな

持って逃げられたらどうするんですかということなんですね。それは、優良な企業の

場合だったら、そんなことを私申しません。前からも申し上げているとおり、資本金

が１万円とか、そういった不明朗な会社が、しかも外資系のわけのわかんない会社が

やっていることだから私は不安なんです。根底にはそれがあります。（不規則発言あ

り）そういったことで、そういったものを担保するのにはやはり強制的に村の条例化

するとか、村に積みなさいというふうなものをいかがか。今、後ろからも要望があっ

た、村長にお答えいただきたい。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） ５％のことは、今、国で制度設計やっているということでありま

す。議員、不安されているとおり、第２の赤面山にならないように、十分に県の動向

を見ながら、村としてできることを考えていきたいと考えております。 
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○議長（白岩征治君） 金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 難しい話でありますが、やはりクリアしないといけないのかなと

いうふうに思っております。 

   けさの日経新聞によると、太陽光、こういった買い取り制度、固定買い取り制度の

見直しをすると。買い取り制度をやめて、入札制度を導入するというような提案が出

ております。国民の支払う再生エネルギー賦課金、１キロワットは大体３円程度負担

しております。今年度は、国民が支払う分だけでも約２兆４,０００億円、一般家庭

で月、約７６７円の負担になるそうでございます。こういった電気料の明細のところ

に書いてありますよね、１キロワット・アワー当たり、４月が２円９０銭、５月は

２円９５銭、毎月違うんですね。そのトータルが２兆４,０００億円になるというこ

とです。大変な金額であります。 

   ちなみに、うちで幾ら払っているのかと思ったら、１万１,７５２円の電気代の中

に再エネ発電賦課金は１,１７１円となっています。こういった金を、国民全員が負

担しているわけです。その金も、電力会社の買い取る際の資金になる。それが外資系

の企業にまで恩典があるというのがちょっとおもしろくないところだ、みんなが払っ

ていると、みんな外国に中国でもどこへでも持っていかれちゃうというのが、何か理

不尽なように思っております。 

   そんなことで、太陽光発電については同僚議員が別な方向からもまた出てくるかも

しれませんが、一応もう時間になるんで、この辺で太陽光発電、台上地区については

終わらせていただきますけれども、最後まで撤去費用の担保については村としても十

分に検討すべきかなというふうに思っておりますんで、再度よろしくお願い申し上げ

て、とりあえず３番目のやつはちょっと時間的に間に合わないんで、休憩後にいたし

たいと思います。よろしくお願いします。 

◎休憩の宣告 

○議長（白岩征治君） 一般質問の途中でありますが、ここで午前１１時２０分まで休憩

いたします。 

（午前１１時００分） 

◎再開の宣告 

○議長（白岩征治君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

○議長（白岩征治君） 休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

   ８番金田裕二君の一般質問を許します。８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 質問の３点目、追原集落裏山の広大な村有地利活用についてを質

問させていただきます。 

   まず、これは以前にも２度ほど質問させていただきました。３度目かと思っており

ます。東和商事株式会社さんより約８５ヘクタールの寄附採納を受けた、その経過と

目的等について、まずお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 財政課長。 
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○財政課長（田中茂勝君） ８番金田議員の一般質問にお答えいたします。 

   ご質問の第３、追原集落裏山の広大な村有地利活用についての１点目、寄附採納を

受けた経緯と目的等についてでございますが、この土地は東和商事株式会社が平成

３年にゴルフ場開発を目的として取得し、事業を推進しておりましたが、平成５年に

計画が頓挫し、事業を廃止しております。その後、東亜建設工業株式会社と三菱マテ

リアル株式会社が共有取得し所有者となっておりますが、平成１０年に村が共有土地

の一部を買収し、長久保工業団地として造成、整備し、宝酒造工場建設計画用地とし

て売却いたしました。しかし、工場建設には至らず、現在は信越半導体の所有地とな

っております。 

   それ以外の土地につきましては、平成１８年に東亜建設工業、三菱マテリアル両者

から、村発展のため土地の有効利用を図り、村民のために役立ててほしいと寄附の申

し出がございました。村といたしましても、この約８５ヘクタールある広大な土地の

有効活用を図るとともに、今後この土地が他事業者等への移転により自然環境が破壊

されるような開発が行われることも懸念されるため、寄附受納したというのが経緯で

ございます。 

   以上です。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） ただいま説明がありまして、村発展と有効活用のためにというこ

とで寄附されたと。当時は、ほぼ追原集落の地権者、それから追原周辺の、真船地区

も含みますが、地権者の方が所有していたかと思っております。当時は、２００ヘク

タール程度をゴルフ場開発用地として取得され、または賃貸され、そのうちの一部、

ただいま説明あったように５０ヘクタールくらいが現在、信越半導体の工場敷地とい

うふうになっているという、残りが８５ヘクタール。 

   村民というか集落、もとの地権者についても、ゴルフ場ができれば雇用の機会もで

きるだろう、いろんな、まして今度は信越半導体だ、その前が宝酒造、工場ができれ

ば、これもまた雇用の機会があったり、いろいろ村のためにいいなというふうに思っ

ておりました。その８５町歩についても、元地権者についてもいろいろ期待しておっ

たわけなんですが、次の質問に書いておりますとおり、２番、３番まとめてお伺いし

ますが、それから数年、１０年近くたって、その後こういった村発展と有効活用のた

めのどのような協議がされ、どのように活用しようとされてきたのか、まずそれをお

伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 財政課長。 

○財政課長（田中茂勝君） お答えいたします。 

   平成１９年第３回定例会、それから平成２６年第２回定例会でも同様のご質問をい

ただきました。その中で、森林公園や花見山、パークゴルフ場、里山整備等具体的な

提言をいただきましたが、広大な土地でありますので地形の問題や一部民有地が混在

していること、さらには造成整備にかかる財政負担等もあり、具体的な調査や検討に

まで至っていないというのが現状でございます。 
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   以上でございます。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 前にも、今ほどあったような森林公園とかパークゴルフ場とか、

いろんな提案をさせていただきました。せんだっては、村長の考えていらっしゃる総

合運動公園なんかもできないことはないなというふうなことも申したような気がしま

す。そういったことも含めて、寄附採納された方、そしてもとの地権者に対しても、

村発展、そういった有効活用ができるような方策をどのように進めていくのか、今後

の利活用について最後にお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   金田議員、今まで２回ほどご質問されて、私も承知しております。今後は、村発展

のために現地調査をさらに実施し、何ができるか、何が有効か、村民の求めるものは

何か等、利活用に必要な条件等を精査した上で、議員、今おただしのように総合運動

公園の一部、パークゴルフ場、それも一つの選択肢でもあります。いろんなことを多

くの意見も聞きながら、最終的に村民の皆様に喜ばれ、役立つ計画を検討していきた

いと思いますので、ご理解賜りたいと思います。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君。 

○８番（金田裕二君） 先ほどの赤面山の件もそうですし、やはり放置されていたという

のがちょっと一番私については、何年も協議しないまま、検討もしないまま、置いて

おくというのが一番よくないことだと思っています。せっかく寄贈された８５ヘクタ

ールを生かすのにも、こういった事例が村内にこれからもないように、滞りなく審議、

協議されて、村発展のために生かしていただき、お願いして、質問を終了いたします。 

   以上です。 

○議長（白岩征治君） ８番金田裕二君の一般質問は終わりました。 

   続いて、通告第２、５番松本孝信君の一般質問を許します。５番松本孝信君。 
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◇５番 松本孝信君 

          １．デマンド交通について 

          ２．高齢者の自動車運転免許証返納について 

○５番（松本孝信君） ５番松本孝信です。通告順に従い、一般質問をさせていただきま

す。 

   今年の１月から、使い勝手のよいデマンド型交通乗り合いバスの実証実験が始まり

ました。それで、利用状況はどのようになっているのか、まずお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（福田 修君） ５番松本議員の一般質問にお答えいたします。 

   デマンド型乗り合いバスの実証実験の利用状況についてでございますが、現在、デ

マンド交通の実証実験では、西郷村を北部、中部、南部の３つの区域に分け、各区域

に１台の車両を配置し、午後２時と午後４時の２便で送迎を行っております。 

   平成３１年１月４日から運行を開始いたしましたこのデマンド交通実証実験の４月

末までの利用状況でございますが、運行日数は、土日、祝祭日を除いた平日で７８日、

１５６便の運行を行っております。４月末時点ではございますが、利用登録者数は男

性４４人、女性１６５人、合計２０９人でございます。このうち、８０歳代の方が

１１０名と過半数を超えており、平均年齢は７９.５歳となっております。また、実

際に利用した人数は５７人で、登録者２０９名に対しまして２７.３％の利用となっ

ております。 

   運行日１日当たりの利用者数は、３台で平均１０名、基本的には往復での利用でご

ざいました。乗降場所の累計では、北部においては白河市内の医院への通院目的での

利用が多いものの、３地区全体といたしましてはイオン白河西郷店やベイシアなど、

利用者の多くは商業施設への買い物目的の利用となっております。 

   以上でございます。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君の再質問を許します。 

○５番（松本孝信君） 結構、実際に利用している人は思っていたより少ないんですが、

私のところに、毎日の利用はできるのか、断られましたというような苦情が寄せられ

ました。それで、利用できる人の条件とは何かということでお伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（福田 修君） お答えいたします。 

   デマンド交通を利用できる方の条件でございますが、現在実施中の実証実験におき

ましては、村内に住所を有する方であれば年齢等の制限は設けておらず、就学前のお

子様であっても、保護者の同伴があれば利用していただけることとしております。 

   ただし、デマンド交通の車両は、車椅子で乗降できるなどのバリアフリー化はされ

ておりませんので、介護認定を受けていらっしゃる方や乗降に介助が必要な方は利用

対象者から除外させていただいております。また、泥酔者や他の利用者の迷惑、また

は安全運行の妨げとなるおそれがあると判断した場合については、乗車をお断りする

ことがございます。 
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   利用回数につきましては制限をしておりませんので、毎日利用されることも可能で

ございます。ただし、事前予約型であるため、予約の状況によっては乗車人数超過に

より利用できない状況が生じる場合もございます。 

   先ほど議員さんから言われましたが、毎日利用できないのかということに関しまし

ては毎日利用できると村のほうでは考えております。いろいろ、今、実証実験中です

ので、さまざまな問題が今後とも生じてくることは予想しております。そういった実

証実験を行っていく中で、条件面等や利用方法につきまして、さらに検証を進めなが

ら、より利便性が向上できるように今後とも検討してまいり、また、利用者への周知

も図っていきたいと思っていますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君。 

○５番（松本孝信君） 毎日利用できるということなんですが、担当者に聞いた村民の方

がですね、勘違いされて利用できないと思ったのか、もしくは窓口の対応が悪くてそ

ういうふうな受け取られ方をしたのかはちょっとわかりませんが、なるべくだったら

使えますよというのを前提でお話ししていただければ、誤解が村民の方にないと思う

んで、その辺をよろしくお願いしたいと思います。 

   交通手段として、お年寄りの外出、出ぶそくとか、そういうふうにならないために

も使い勝手のよいものにしていっていただければありがたいと思います。 

   それでは、次、デマンド型実証実験の７月から今度新しく始まる次の段階ですね、

その段階はどういうふうな内容になるのか、教えていただければありがたいです。 

○議長（白岩征治君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（福田 修君） お答えいたします。 

   ７月からの実証実験に関しましては、今、健康推進課で行っております外出支援事

業をデマンド実証実験の中に取り組みまして運行開始させていただきたいと考えてお

ります。また、今の実証実験では午後２時、４時ということになっておりますが、利

用時間帯を拡大いたしまして、朝の７時からの開始と、朝は７時、８時、９時、

１０時と４回の利用の拡大を図って、利用者の利便性の向上に努めたいと考えており

ます。 

   以上でございます。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君。 

○５番（松本孝信君） ７月からは７時、８時、９時、１０時に４回出るということなの

で、大変ありがたい話だと思うんですが、利用者から誤解のないようにして、使い勝

手のよいものにしていっていただければありがたいと思いますので、以上でデマンド

型交通の実証実験についての質問を終わります。 

   その次、高齢者の運転免許証返納についてということですが、連日のように高齢者

ドライバーの悲惨な交通事故の報道が現在なされています。この報道を見た高齢者ド

ライバーが、免許証の返納を考えている方も多いと思いますが、返納にいま一歩踏み

出せないというのが現状だと思います。なぜならば、西郷村は東西に長く、西側、特

に会津寄りは交通の便が大変悪いということもあると思います。 
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   そこで、以前、１３番議員が同じ質問をしましたが、運転免許証返納者には何か特

典があるのか、お伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 住民生活課長。 

○参事兼住民生活課長（鈴木真由美君） ５番松本議員、質問第２、高齢者の自動車運転

免許証返納について、質問第２の１点目、自動車運転免許証の自主返納した場合に特

典はあるかのおただしにお答えいたします。 

   運転免許証を警察署に自主返納する際、返納された方が申請することにより運転経

歴証明書が交付されます。運転経歴証明書は、身分証明書として使用できるほか、提

示することで公共交通機関や旅館、商店などからさまざまな特典やサービスを受ける

ことができます。例としましては、タクシー協会に加盟するタクシー会社では、証明

書を提示した６５歳以上の方に対し乗車運賃を１割引きするなどのサービスを提供し

ております。 

   現在、村独自では、自主返納者に対する特典、サービス等は提供しておりません。

また、県では、本年３月から運転卒業サポート事業が開始されました。この事業は、

民間と行政が協力して運転免許証を返納しやすい生活環境づくりを目指し、自主返納

された方に対するさらなるサービスの拡充を推進する事業です。この事業の協賛店で

提供されている特典やサービスにつきましては県のホームページ上に掲載されており

ますが、飲食店での割引とか、あと旅館等での割引等が主なものとしてあります。 

   以上です。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君。 

○５番（松本孝信君） 特典なんですが、村独自では何もないということで、飲食店など、

旅館など割引制度があるということなんですが、ここまで行くのに高齢者の足となる

運転免許証を返納した人はどうやって行くんだか、それはちょっとわかりませんが、

どうやって使うのかなと。タクシーの６５歳以上の自主返納者に対して発行されるや

つを提示すれば１０％の割引があるということなんですが、それは大変ありがたい特

典だとは思いますが、それにしてもタクシーに乗る際に約１０％しか減額してもらえ

ないということでは、タクシー利用も、自主返納する人は恐らく年金受給者の方がほ

とんどだと思うんですけれども、その中でタクシーを使って外出しようと、特別な日

じゃないと、これ使いませんよね。 

   そうならないためにも、私はちょっと提案なんですが、村独自のタクシー補助券を

月何回までとか、２回とか３回とか４回とかまで利用できますよというようなタクシ

ー補助券なんかも発行していただければありがたいと。 

   あと、山間地というか西側の人たちは、隣の家に行くのにも結構遠いという方々も

多くいると思います。そこに行くのに、わざわざタクシーを呼んで補助券使って移動

すると、考えられませんね。そこで、昔、村でもシニアカーというものを貸し出しと

いうのをやっていたと思いますが、現在どうなっているんだかちょっとわかりません

が、シニアカーの貸し出し制度なんかも取り入れていただければ、高齢者の外出、出

ぶそくなんかも緩和されるんじゃないかなという気がします。このことについてどう
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思われるか、ご質問いたします。村長、いかがですか。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 先ほどタクシー券の話もありましたけれども、デマンド交通の中

でいろんな組み合わせがあると思いますので、その辺も考えていきたいと思います。 

   今ほどシニアカーという話が出ましたけれども、シニアカーにつきましては１台

２０万円から３０万円くらいの価格となっております。貸し出し制度を行うためには、

ある程度まとまった台数を確保する必要とか、いろいろ難しい問題もあります。貸し

出し希望される全員の方に貸し出すことはなかなか困難かと思われます。また、貸し

出しから返納までの期間が長くなるなど予想され、整備費用とかいろいろ問題もある

かと思います。また、交通事情、舗装されているところばかりじゃないし、あとは砂

利道もあるし、道路側溝に間違って落ちたときのことも考えると非常に危険もあると

いうことで、これもデマンド交通総合的な考えの中で考えていきたいと思います。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君。 

○５番（松本孝信君） 免許証を返納すると、急に認知症が出てきたりということがある

やに聞いております。運転する場合には、ある程度頭の回転をよくしないと運転はで

きないらしいですが、認知症予防と外出、出ぶそくということを考えると、何とか予

算をつけてもらいまして、シニアカーの貸し出し等検討していただければありがたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） シニアカーをぜひということであります。いろいろ調べまして、

調査しながら、本当に有効かどうかも検討しながら、考えていきたいと思います。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君。 

○５番（松本孝信君） 交通の便のよいところの方とかは、シニアカーは別に要らなくて

も大丈夫なんですが、山間部というか西地区の方は、本当に隣に行くのにも１キロ

２キロあるところの方もいるんで、その条件、いろいろ考えていただいて、やってい

ただければありがたいと思います。 

   以上で質問を終わります。 

○議長（白岩征治君） ５番松本孝信君の一般質問は終わりました。 

◎休憩の宣告 

○議長（白岩征治君） 一般質問の途中でありますが、ここで午後１時まで休憩いたしま

す。 

（午前１１時４９分） 

◎再開の宣告 

○議長（白岩征治君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

○議長（白岩征治君） 休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

   通告第３、１３番河西美次君の一般質問を許します。１３番河西美次君。 
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◇１３番 河西美次君 

          １．ひきこもりへの対応について 

○１３番（河西美次君） では、通告により、ひきこもり対応について、まず最初に、ひ

きこもりを批判する認識は毛頭ございませんので、そのことをあらかじめご理解を賜

りたく、その上で質問をさせていただきたいと思います。 

   １、ひきこもりが大きな事件で報道されている。そこで現在西郷村においてどのく

らい把握しているのか、お伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 河西議員のご質問にお答えいたします。 

   ひきこもりが大きな事件で報道されている。そこで現在西郷村においてどのくらい

把握しているかというご質問でございますけれども、ひきこもりによる非常に痛まし

い、悲しい事件が相次いでおります。ひきこもりにおいては、さまざまな理由から働

けないなど、長い時間自宅からほとんど出ない状態のことで、ひきこもりそのものは

病気ではなく、誰もがなり得る社会とつながれていない状態であると言われておりま

す。 

   現在、西郷村においてどのくらい把握しているかとのご質問でございますが、実際

のところ、実態の把握が大変厳しい問題で、青年期、中高年期、高齢期とそれぞれ相

談等があった場合は、年齢に応じて各担当部署がその実態等を把握し、対応しており

ます。しかしながら、デリケートな問題であり、自発的な家族からの相談や周りから

の情報提供がないなどの場合が多く、潜在的なものを含めるとなると全体を把握する

ことは大変厳しい状況になっております。 

   また、一方では、ひきこもりはさまざまなストレスから心身を休める重要な役割を

持つこともあると言われております。 

   近年、近所の連携の希薄化に加え、閉鎖的な家庭などもあり、積極的に行政が介入

するものは非常に厳しい状況となっております。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君。 

○１３番（河西美次君） 今の話は閉鎖的な家庭があることはわかっておりますが、そう

なれば、マニュアルをつくって相談しやすい環境にしたらいいと思います。いかがで

しょうか。 

○議長（白岩征治君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   今、ご提案、ご提言いただきましたマニュアルづくりとか、そういったのも今後大

切かと思われますので、検討していきたいと思います。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君。 

○１３番（河西美次君） では、次に、年齢別、指導員の対応と対策はどのようになって

いるのか、お伺いいたします。 

○議長（白岩征治君） 福祉課長。 

○福祉課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 
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   質問の２、年齢別、指導員対応についてでございますが、村におきましては、特に

年齢別や指導員を配置するなどの対応はしておりませんが、青年期、中高年期におい

ては、ひきこもりの原因となったのが精神的な病気や障がいなどが影響している場合

もありますので、そのような場合はまず医師や専門家に相談してもらうことを視野に

入れ、より専門的な機関につなぐなど、一人一人の状況に応じて関係機関と連携する

ことが重要と考えております。 

   続いて、対策ということでございますが、まず対策につきましては、県が行う事業

といたしまして青年期ひきこもり・心の健康相談を県南保健福祉事務所において実施

しております。ひきこもりや鬱状態の方など、本人及び家族を対象とし、精神科の医

師や保健師が悩み事などの相談を受け、対応をしております。 

   また、村が行う事業といたしましては、ひきこもりの社会参加、居場所づくりとし

てユースプレイス自立支援事業を今年度から実施する予定をしております。ユースプ

レイスとは、まだ聞き慣れない言葉ではありますが、おおむね１５歳からを対象とし

ておりまして、社会への孤立感や就職など悩みを抱える方へ、社会参加への第一歩を

踏み出せるよう活動の場所を提供するものでございます。主な活動内容は、個々の相

談に乗ってあげたり、利用者同士の交流会やボランティア活動など、さまざまな催し

を企画し実行するものであります。当事業につきましては、委託事業となっておりま

して、今回の補正予算に民生費委託料として計上しておりますので、ご承知いただけ

ればと思います。 

   続いて、高齢期の対応でございますけれども、高齢者担当部局の課長のほうからご

説明いたします。 

○議長（白岩征治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） 高齢者の対応についてお答えをさせていただきます。 

   平成２８年度に、６５歳以上の高齢者を対象に介護予防日常生活圏域ニーズ調査を

実施しております。全部で２,５１３名の６５歳以上の高齢者の方から回答を得てお

ります。 

   このアンケート調査で外出の機会について質問した結果、ほとんど外出をしていな

いとお答えをした方が全体の５.６％、１４０名いらっしゃいました。週１回くらい

しか外出していないと答えた方が全体の１６.１％、４０５名となっておりました。

いずれも高齢になるほど増加する傾向にあります。高齢期になりますと、運動、視覚、

聴覚、嗅覚、味覚などの機能が低下するとともに、体にさまざまな疾患を抱える人も

多くなってまいります。また、老化に伴いさまざまな原因で外出頻度が少なくなり、

生活空間が屋外から自宅内へと狭くなってまいります。 

   このような状況を踏まえ、村では閉じこもりの予防を目的の一部としまして、平成

２５年１１月より高齢者の外出支援事業を実施しております。平成３１年３月末で

２０２名の方が外出支援事業に登録をされて、平成３０年度では全体の８４.６％、

１７１名の方に利用していただき、閉じこもりの防止の一助を担っております。 

   また、高齢者の健康づくりの一環として行っていますシニア健康教室、お元気運動
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教室、いきいき教室などの介護予防運動教室等への参加を促してまいりたいと考えて

おります。 

   さらに、地域社会との交流を持つことも閉じこもりの防止につながることから、日

常生活の中で友人知人との交流、老人クラブやボランティア活動、趣味や娯楽の活動、

環境美化運動への参加などについて推進を図ってまいりたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   以上です。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君。 

○１３番（河西美次君） では、相談窓口はどのようになっているのか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（白岩征治君） 福祉課長。 

○福祉課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   相談窓口についてでございますが、村におきましては、ひきこもり担当の部署とし

て１か所で総合的に対応しているという状況ではございませんが、各部署に相談等が

あった場合には、関係部署や関係機関との連携、協働の上、相談や対応に当たってお

ります。 

   また、ひきこもりの専門的な相談窓口といたしましては、県の委託機関である福島

県ひきこもり支援センター及び福島県青少年総合相談センターがございます。主に、

ひきこもり支援センターでは、電話やメールによる相談業務をはじめ、来所による直

接相談や、予約制とはなっておりますが、自宅への訪問による相談や情報提供を行っ

ております。ひきこもり支援センターの相談員といたしましては、ひきこもり支援コ

ーディネーターとして６名、うち２名が精神保健福祉士の資格を持つ方で、いずれの

相談員も経験のある方が、一人一人の状況に合わせ支援を継続的に行っている状況で

ございます。 

   村におきましても、ひきこもりの対応についての各種研修会等へ参加するなど研さ

んに努め、また、ひきこもり支援センターの広報等、相談窓口の周知を図ってまいり

たいと考えております。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君。 

○１３番（河西美次君） ひきこもりの対応は重要なので、ぜひ村職員を研修に参加をさ

せていただきたいと思います。 

   続きまして、親が高齢で７０歳以上の場合で、子が無職、３５歳から５０歳くらい

の場合、対応はどのようになっているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（白岩征治君） 福祉課長。 

○福祉課長（相川哲也君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

   親が８０歳代の高齢者で、その子どもが５０代の中高年で無職の世帯、その数字を

とって、いわゆる８０５０問題と言われておりますが、問題とされているのが８０代

の親が５０代の子どもの生活を支えている状況で、今後親の財力や体力が衰え始め、

面倒が見切れなくなり、親子ともども社会から孤立しがちになると言われている状況
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でございます。さらには、親亡き後、その子どもの生活はどうなるのかという問題に

つながってまいります。 

   対応ということでございますが、引きこもった原因として精神疾患や障がいなどと

いうケースがございますが、そのような場合は精神保健や障がい者福祉、高齢者福祉

との連携が必要となり、その他関係機関を含め、親子ともどものケース検討を行い対

応することとなります。また、会社を退職し長期間引きこもっているケースなどは状

況を把握することが難しいところではございますが、まず相談をしてもらうことを手

始めとして、ホームページや広報にしごうなどへの掲載を行い、相談窓口の周知を図

り、相談のしやすい環境づくりに努めてまいりたいと思いますので、ご理解いただけ

ればと思います。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君。 

○１３番（河西美次君） 最後に、ひきこもりをなくすために家族にわかりやすいマニュ

アルをつくっていただき、回覧などで周知徹底するようお願いして、一般質問を終わ

ります。 

○議長（白岩征治君） １３番河西美次君の一般質問は終わりました。 

◎散会の宣告 

○議長（白岩征治君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

   明日６月１４日は定刻から会議を開き、一般質問を行います。 

   本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後１時１４分） 
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